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建物重量 □軽い建物：石綿スレート・鉄板葺 

□重い建物：桟瓦葺 

□非常に重い建物：土葺瓦屋根 土塗り壁 

外壁材 ■耐力壁 

□きずりを釘打ちした壁   □構造用合板       □構造用パネル(OSB)    □硬質木片セメント板 

□フレキシブルボード    □石綿パーライト板    □石綿ケイ酸カルシウム板 □炭酸マグネシウム板  

□パルプセメント板     □シージングボード    □ラスシート 

■非耐力壁 

 □モルタル塗壁(木ずり下地) □窯業系サイディング張り □不明          □耐力無 

柱頭・柱

脚接合部 

□Ⅰ 平成12年建設省告示1460号に適合：ホールダウン金物等 

□Ⅱ 3kN以上：羽子板ボルト、山形プレートVP、かど金物等 

□Ⅲ 3kN未満：ほぞ差し、釘打ち、かすがい等        □不明 

木製筋か

い接合部 

□Ⅰ 2.0倍用金物筋かいプレート(BP-2)以上 

□Ⅱ 1.5倍用金物筋かいプレート(BP) 

□Ⅲ 釘打ち(2-N75程度)以下                □不明 

建 
 

物 
 

仕 
 

様 

床 □合板       □火打ち＋荒板   □火打ちなし    □不明 

□よい  

□普通  

地 盤 

□悪い 

 

 

□表層の地盤改良を行っている 

□杭基礎である 

□特別な対策を行っていない 

□平坦  地 形 

□がけ地・急斜面 

 

 

□コンクリート擁壁 

□石積み 

□特別な対策を行っていない 

□鉄筋コンクリート □健全    □ひび割れが生じている 

□無筋コンクリート □健全    □ひび割れが生じている 

□玉石基礎 □足固めあり □足固めなし 

地 
 

盤 

・ 

地 
 

形 

・ 

基 
 

礎 

基 礎 

□その他 



老朽度の調査部位と診断項目 

存在点数 

部 位 
材料、 

部材等 
劣 化 事 象 築10年 

未満 

築10年

以上 

劣化

点数

金属板 変退色、さび、さび穴、ずれ、めくれがある 屋根 

葺き材 瓦・スレート 割れ、欠け、ずれ、欠落がある 
２ ２ ２ 

軒・呼びとい 変退色、さび、割れ、ずれ、欠落がある ２ ２ ２ とい 

縦とい 変退色、さび、割れ、ずれ、欠落がある ２ ２ ２ 

木製板、合板 水浸み痕、こけ、割れ、抜け節、ずれ、腐朽がある

窯業系サイデ

ィング 

こけ、割れ、ずれ、欠落、シール切れがある 

金属サイディ

ング 

変退色、さび、さび穴、ずれ、めくれ、目地空き、

シール切れがある 

外壁 

仕上げ 

モルタル こけ、0.3mm以上の亀裂、剥落がある 

４ ４ ４ 

露出した躯体 水浸み痕、こけ、腐朽、蟻道、蟻害がある ２ ２ ２ 

木製板、合板 水浸み痕、こけ、割れ、抜け節、ずれ、腐朽がある

窯業系サイデ

ィング 

こけ、割れ、ずれ、欠落、シール切れがある 

金属サイディ

ング 

変退色、さび、さび穴、ずれ、めくれ、目地空き、

シール切れがある 

 １ １ 

手すり

壁 

外壁との接合

部 

外壁面との接合部に亀裂、隙間、緩み、シール切れ・

剥離がある 
 １ １ 

バ 

ル 

コ 

ニ 
ー 

床排水 壁面を伝って流れている、又は排水の仕組みが無い  １ １ 

一般室 内壁、窓下 水浸み痕、はがれ、亀裂、カビがある ２ ２ ２ 

タイル壁 目地の亀裂、タイルの割れがある 
内 

壁 

浴 室 

タイル以外 水浸み痕、変色、亀裂、カビ、腐朽、蟻害がある 
２ ２ ２ 

一般室 傾斜、過度の振動、床鳴りがある ２ ２ ２ 床 面 

廊下 傾斜、過度の振動、床鳴りがある  １ １ 床 

床 下  基礎の亀裂や床下部材に腐朽、蟻道、蟻害がある ２ ２ ２ 

合    計    

 


